
（令和元年９月３０日現在）

実 施 日 時 参加者数
講　師・内　容　等 備考（成果等）

６月１５日（土）１４：００～１６：３０ ５団体６名、個人３名　計９名（定員１５名）

事例紹介：柳川涼司氏（NPO法人ぜんしん　代表）
NPO法人の制度概要と申請の方法、法人化後の
組織運営について、センタースタッフが説明し、事
例発表では実際に法人化した団体の経験談を聞
く。

NPO法人設立の事務委手続きの単なる説明ではなく、実体験・実
務に基づく話が聞けて勉強になったという感想があった。

９月２２日（日）１４：００～１６：３０ ７団体８名（定員３0名）

講師：平田昇氏（NPO法人平塚のら猫を減らす会
代表）
FacebookやブログなどのSNS、Weｂを活用して、寄
付などの資金調達を強化した事例から、資金調達
のコツを学ぶ。日本郵便の年賀寄付金助成事業
の説明会を同時開催。

実際にSNSを活用して寄附を集めている講師の事例から、SNSを
活用した資金調達のコツを学ぶことができた。
年賀寄附助成事業の説明では、助成金申請の注意点など、助成
金全般に通ずる申請のコツを紹介してもらった。

１０月２６（土）１４：００～１６：３０ ６団体９名、個人４名　計１３名　（定員３0名）

講師：市川靖洋氏（（株）ボンド　デザイナー）
思わず目を留めてしまうような画像や動画の撮り方
をプロの目線で教えてもらい、実際に撮影しながら
実践的に学ぶ。

実際に屋内、屋外で被写体を撮影し、アプリケーションを使って加
工するなどを体験し、効果的な画像を使った情報発信について学
ぶことができ、団体の情報発信に活用したいという感想も多く寄せ
られた。

７月１４日（日）～８月２５日（日） 受入団体２０団体・参加者４９名

５月２５日（土）受入団体向説明会
７月１３日（土）オリエンテーション
８月２５日（日）活動報告会
青少年を対象として夏休み期間に幅広い分野の
ボランティア活動に参加する機会を提供する。

参加者内訳　中学生：１４名、高校生：３３名、社会人：２名
参加者アンケートでは、初めてボランティアに参加した方が４３％
となっており、多くの方にボランティア活動参加のきっかけを提供
でき、参加団体の活動も知ってもらうことができた。

９月１３日（金）１３：３０～１６：３０ ４名（定員１０名）

共催：NPO法人ひらつかITサポート
団体内の情報共有に便利なLINEの基本的な使い
方やグループラインのつくり方をスマートホンなど
を操作体験して学ぶ。

LINEの基本的な操作方法などを学び、団体内の情報共有の課題
に解決策を提示できた。

１０月１８日（金）１３：３０～１６：３０ ４名（定員１０名）

共催：NPO法人ひらつかITサポート
団体内の情報共有に便利なLINEの基本的な使い
方やグループラインのつくり方をスマートホンなど
を操作体験して学ぶ。

LINEの基本的な操作方法などを学び、団体内の情報共有の課題
に解決策を提示できた。

４月２４日（水）１３：３０～１６：００ １０団体１２名、一般１３名　計２５名

ゲスト１０団体に、ボランティアを始めたきっかけ
や、活動を続ける秘訣などをお話しいただき、参加
者のボランティアを始めたいシニアの方と意見交
換を実施。

小人数で密度の濃い交流が出来たため、実際に参加者が団体の
活動の見学に行くなど、マッチングにつながった。また、参加団体
間の交流の機会にもなった。

６月１２日（水）１８：３０～２０：３０ １０団体　計１０名

見附町に移転後初の市民活動センターまつりの開
催（11/24)に向けて、どんなまつりにしたいか、関
心のある団体に集まって頂き、アイデアを出し合
い、意見交換をした。

施設の使い方、レイアウトの工夫、来場者を増やす工夫、おまつり
や市民活動センターの周知など幅広い意見が出された。今後も
企画について、利用団体が協力していくべきとの声があがった。

８月２１日（水）１４：００～１６：３０ ５団体１１名　一般２５名　計３６名

講師：小野利隆氏（湘南SDGｓネットワーク代表）
SDGsを理解するため、カードゲームを使ってSDGs
の必要性を体験する。

小学生８名、中学生から大学生７名、大人２１名と多世代の参加が
あり、多様な価値観を持つ人がコミュニケーションを取り、協力して
カードゲームを通じて持続可能な世界の実現を目指し、SDGｓの
重要性を学ぶことができた。

１０月３０日（水）１８：３０～２０：３０ ４団体４名、一般１名　計５名

講師：長澤　浩一氏（NPO法人湘南ウエディングサ
ポート代表理事）
婚活事業を手掛けるNPO法人の代表をゲストに最
近の婚活事業についての発表を聞き、参加者で
親、子それぞれの立場の結婚についての想いなど
を話し合う。

今と昔の結婚観の違い、社会情勢の違い、婚活イベントでの参加
者の傾向などを聞いて、親として心配する気持ちと、子どもの気持
ちのズレなどについて話し合った。参加者は親世代が多く、悩み
を共有しながら、交流ができた。

LINE初級講座

LINE初級講座

④市民活動団体連携・交流事業　　　　合計　４事業実施、　２９団体、　７６名参加

まちづくりミーティング
コミュ☆カフェ

「こんな市民活動ｾﾝﾀｰま
つりにしたい！アイデア持
ち寄りミーティング」

まちづくりミーティング
コミュ☆カフェ

「どうなっているの？今どき
の婚活事情～親の願いと

子どもの気持ち～
」

まちづくりミーティング
コミュ☆カフェ

「カードゲームで学ぶSDG
ｓ」

まちづくりミーティング
コミュ☆カフェ

「シニアの地域活動マッチ
ング交流会」

令和元年度　ひらつか市民活動センター実施事業一覧

事　業　名　等

①団体支援講座　　　合計　３事業実施、　　１８団体　３０名参加

②市民活動・ボランティア啓発事業　　　合計　１事業実施、　４９名参加

③IT講座・相談会事業　　　　合計　２事業実施、　　８名参加

ユースボランティア２０１9

市民活動応援講座①
「SNSを活用した資金調達

のコツ」

市民活動応援講座②
「訴求力のある画像の撮り

方講座」

NPO法人実務講座①
「NPO法人のつくり方」

資料２
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講　師・内　容　等 備考（成果等）

事　業　名　等

４月１3日（土）１４：００～１６：００ ４名

令和２年度に実施する市民提案型協働事業の制
度説明会を職員が行った。またミニ講座「事例に学
ぶ行政と協働のメリット」も開催した。

提案型協働事業の概要とスケジュール、協働事業の６原則、事例
を踏まえた協働のメリットを説明。
３団体４名が参加し、２団体が新規提案につながった、提案書の
書き方や対象団体などについて質問があった。

４月２７日（土）１３：００～１６：４５ 発表団体１０団体２７名、一般５名　合計３２名

３０年度に助成を受けた１０団体が模造紙・パワー
ポイントを使用して、助成金をどのように活用し、活
動を展開させたのかについて報告した。委員から
の質疑応答や助言、団体からは今後の活動の抱
負を発表した。

委員からの質問やアドバイスを受け、今後の活動への意欲を見せ
ていた。活動報告会が終了した後も、報告団体同士での事業に
関する意見交換や情報交換を行う姿が見られた。

５月１８日（土）１４：００～１５：３０ 報告団体２団体３名・担当課６名、一般２名　合計１１名

平成３０年度に実施した、市民提案型１事業、行政
提案型１事業について、事業を実施した市民活動
団体と担当課が実施成果や決算、自己評価、相互
評価などの報告を行った。

２事業とも順調に進捗し、１事業は協働事業が終了し、担当課との
共催での実施、１事業は平成3１年度も継続して実施することが報
告された。

６月８日（土）１４：００～１５：３０ ３団体１１名、行政３課４名　計１５名

令和２年度実施の新規提案事業について、提案
団体及び提案課からの企画提案プレゼン、団体と
行政の意見交換、審査委員からの助言等を行っ
た。また、市民提案型の一次審査として書類選考
を行う。

市民提案型新規提案２事業全て一次審査を通過、行政提案型新
規１事業も事業提案された。
審査委員からの意見を取り入れ、全て事業提案につながった。

９月１３日（金）１４：００～１５：１５ 報告４団体５名・担当課４課１０名　計１５名

令和元年度に実施している提案型協働事業４事
業の中間ヒアリングを実施。
令和２年度に継続実施する事業は、当該報告を審
査に反映。

各事業順調に実施できていることが確認された。３事業は令和２
年度事業へ継続提案した。１事業は最終年度となるが、令和２年
度は市の委託事業として継続する方向で検討しているとの報告が
あった。

１０月５日（土）１３：３０～１５：３０ 提案団体６団体２４名・担当課６課１４名・一般２名　合計４０名

令和２年度実施提案型協働事業について、公開
プレゼンテーション及び審査会を開催。

市民提案型は新規２件、継続２件、行政提案型は新規１件、継続
１件にの事業提案があった。
審査の結果、市民提案３事業、行政提案２事業の合計５事業が採
択された。

協働事業Ｈ３０年度実施事
業報告会

協働事業
公開プレゼンテーション・

審査会

協働事業R1年中間ヒアリン
グ

⑤市民活動ファンド（助成事業）、提案型協働事業関係事業　　６事業実施、　１１７名参加

ひらつか市民活動ファンド
平成３０年度助成団体活動

報告会

提案型協働事業意見交換
会・市民提案型一次審査

市民提案型協働事業説明
会


